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工　　　研究主題

一人 �ｩ�ﾈ,ﾈ��ｹ�*ｪ(.(.�+ﾘ*"ﾈ.�,�,h.(,(,H-ﾘ.h*J8,h輊*h.��

生活単元学習の取り《組み 

Ⅱ　　研究主墨壷設定の理由

1　子供自身が｢やりたい｣と思って取り組み,成し遂げられた喜びを｢もっとやってみよう｣

と次への意欲につなげることができるようにしたい

(1)将来の豊かな生活につなげるために

小学部の教育は,義務教育の最初の6か年を,また,本校における1 2か年の一貫教育の

最初の段階を受け持つことになり,中学部や高等部,さらには将来の豊かな生活に向けての

基盤をしっかりと築いていく時期である｡この学部としての位置付けを踏まえながら,将来

の豊かな生活につながる指導内容や指導方法を考えるときに,小学部においては, ｢生活の

基盤となる力｣を身に付けることができるようにしていきたい｡それほどのようなものであ

るか｡

わたしたちは,小学部で大切にしたいことやそのための力を次のようにとらえた｡

<小学部で大切にしたいこと> 

子供たちがいろいろなことに興味,関心を持ち, 

自分でやってみようとする意欲を伸ばしていくこと 

【将来の豊かな生活の基盤】 

自分のやりたいことに向かうカ 

ぶつかる課題に向とか立ち向かおうとする力 

(2)小学部の子供たちの主体的な姿から

それでは｢自分のやりたいことに向かう力｣や｢ぶつかる課題に何とか立ち向かおうとす

るカ｣はどんな場面で見られるのだろうか｡また,それはどのような姿だろうか｡

子供たちは,興味･関心のある活動や遊びの場面において,自分の目的をしっかり持ち,

集中して取り組んだり,自ら課題に挑戦したりする様子が見られる｡

このように,興味,関心のあるものや,何をするのか,どうすればよいのか分かるものに

対しては,自分からやろうとしたり,自分なりに試行しながら活動を続けたりすることがで
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きる｡ここに,わたしたちは

指導の糸口や可能性を見出し

研究の手掛かりがあると考え

た｡

∴そして,この姿を興味･関

心のあるものだけにとどまら

せず,将来の生活を考え, ｢そ

の子にとって本当に必要な内

容｣を見極めるとともに,一

人一人の子供が｢1時間の授

業から次の授業-,今日から

明日-･ ･ ･と意欲的,主体 図1　　　主体的に取り組んでいる姿

的に過ごしていくこと｣がま

さに｢将来の豊かな生活につながる｣と考えた｡

子供自身が｢やりたい｣と思って取り組み,成し遂げられた喜びを 

｢もっとやつてみよう｣という次への意欲につなげている姿 

を,小学部の子供たちの｢主体的な姿｣ととらえ,研究を進めることにした｡

2 �ｩ�ﾈ自�ﾈ,ﾈ��ｹ�*ｪ(.(.�+ﾘ*"ﾈ.�,�,h.(,(,H-ﾘ.h*J8,h輊*h.��hｨ�%�ﾋ8ｧx�,�+X+ﾘ*"�

(1)なぜ,生活単元学習か?

知的障害児の教育において中核的な指導の形態である生活単元学習は,本校小学部において

も学校生活の中心に位置付けられている｡

生活単元学習とは? 
｢生活上の課題処理や問題解決のための一連の目的活動を組織的に経験させることによ 

つて,自立的な生活に必要な事柄を実際的.総合的に学習させようとする指導の形態｣(文部省,1991) 

｢単なる知識や技能の習得が目的ではない○その子なりに精一杯環境に働き掛け,当面す 

る課題に立ち向かっていく主体的なたくましさを身に付けていくこと｣が生活単元学習の主 

目的である○(高野,1994) 

｢生活単元学習によりよく取り組めば,結果として子供たちは生活していく力,生きてい 

く力をより確かにしていく｣(石川,1997) 

そこで,現在の生活単元学習の指導を見直し,充実させることが子供の現在の生活を充実さ
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せるとともに,将来の豊かな生活につながるものと考え,生活単元学習に取り組むことにした｡

生活単元学習の充実を目指し, ｢将来の豊かな生活｣につなげたい

(2)生活単元学習の充実に向けて

　生活単元学習における実践課題から(実践課題の分析,焦点化)

<中心的な実践課題> 

･一人一人の単元内での成果が見えにくい 

｢させられる｣授業になりがちである 

<実践課題の分析> 

･一人一人に適した指導課題の設定ができていないのではないか 

･子供が｢何をするのか｣｢どうすればよいのか｣,目的意識や課題意識を 

明確に持てていないのではないか 

<焦点化> 

･その子にとって本当に必要な内容を見極め,指導課題を明確にする必要性 

･子供自身が目的を持ち,学習課題を意識できるような内容や指導方法を考える必要性 

将来の豊かな生活につながる,その子にとって本当に必要な内容を見極め,指導課 

題を明確にして取り組むことはまさに｢教育的ニーズにこたえる｣ことであるo 

･子供自身が｢目的意識.課題意識｣を持って取り組める内容や方法を考えることで 

主体的に取り組む生活単元学習にしたい○ 

つまり,教育的ニーズにこたえるとともに,子供自身が目的意識･課題意識を持って取り組め

る内容や指導方法を考え,

一人一人の子供が｢やりたい,∴もっとやつてみよう｣ 

と思える生活単元学習にしたい 
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Ⅲ　　研究目白勺

0　-人一人の子供が｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える生活単元学習の単元や学習活

動の設定はどうあればよいかを明らかにする｡

○　一人一人の子供が｢やりたい,もっとやってみよう｣と思って取り組める授業はどうあれば

よいかを実践を通して明らかにする｡

Ⅳ　　石井究仮説

○　現行の指馨計画を,教育的ニーズから稿選するとともに, ｢目的意識･課趨意識｣を持って

取り組める単元や学習活動として設定していくことにより,一人一人の子供が｢やりたい,も

つとやってみよう｣と思える生活単元学習になるのではないか｡

○　一人一人の子供が目的意識･課題意識を持って取り組めるような支援の在り方を考え,授業

改善を図ることにより,子供たちが｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える授業になるの

ではないか｡

Ⅴ　　研究1ブ向春一方法

O　｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える生活単元学習の内容を考える｡

･　生活単元学習に関連する個々の教育的ニーズを把握する｡

･　一人一人の教育的ニーズから生活単元学習で必要とされる内容を導き出す｡

･教育的ニーズを踏まえ,子供自身が｢目的意識･課題意識｣を持って取り組む単元及び学

習活動として設定するための考え方や手順を探る｡

O　｢やりたい,もっとやってみよう｣と思って取り組める授業の支援の在り方を探る｡

･　授業において子供が｢目的意識･課題意識｣を持つことができるためにはどのような支援

が大切かを探る｡

"▽工　　研究の実際

1  ｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える生活単元学習とは?

｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える生活単元学習とは∴

i教育的ニーズにこたえ｢目的意識･課題意識を持って取り組める生話単元学習である

(1)教育的ニーズにこたえる生活単元学習

生活単元学習は,子供の実際の生活より発展し,興味･関心に基づいた内容や活動で構成

される｡今回の研究では,この内容をさらに｢教育的ニーズにこたえる｣という視点で見直

したり,精選したりし,単元や学習活動を再考したいと考えた｡

ここで,生活単元学習を指導の場として挙げられた一人一人の教育的ニーズ(生活単元学

習に関連する教育的ニーズ)と,それらを分析し,まとめたもの(生活単元学習で必要とさ

れる内容)は次のとおりである｡
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表1　生活単元学習に関連する教育的ニーズと生活単元学習で必要とされる内容

生活単元学習に関連する教育的ニーズ ��hｨ�%�ﾋ8ｧx�,YTｹwh,h+8.ｨ.�>�vR�

身 唳�y�ﾉ&ﾘｦ��ア感覚に働き掛けたり,体全体を動かしたりす 

体 運 動 唸暮:隶�b�る内容 

･目と手の協応(指先を使う,操作,注視) �49��ﾞﾈ+X+ﾘ.な轌�h/�諄,�+ﾘ.�+X,H.�,ﾈ,�*�*��

･体力 �.ﾘ.�.h*H,�>�vR�

ノ晴 唸齪ﾌ�5(986x8ﾘ�ｸ8ｹ|ﾒ��ｩlｨ.(�8ｻX,ﾉyﾘ��ﾈ齪ﾌ��ウ集団活動を通して,集団を意識したり,集団 

緒 �����飫ｹ&b霾�.なﾗ9:�,ﾉ��幹ﾉeﾘ-ﾈ+X*(ﾗ9:��,ﾈﾆ��ﾂ��X�&8ﾗ9:��行動に慣れたりすることができるような内容 

行 刄G活動-の見通しを持ち,自分で考えたり,選 

動 社 唸�&8�8��釈.決定したりして活動することができるよう 

･役割 ･活動の手順,流れの理解 �,�>�vR�

一三ゝ,_ "ここ三一 J畦巨 唸��檠4�8ｺ(8ｲ�

坐 唳�hｨ�8ｨ5�8��オ生活経験を広げるような内容 

港 唳�hｨ鞍��羽9Zな�h.瓜�,ﾉy駅�ﾉ+)yﾒﾈﾏ�,ｨ���(買物,調理,乗り物の利用,電話など) 

令旨 ブコ ��2ﾉ6I�"��

遊 唳uh-�,ﾈﾆ��ﾉuh-�,ﾈﾔﾈ*ｨ.��カいろいろな遊びを楽しむような内容 
~こ}ミ 余 仆8踪.)ti$(,h耳�,ﾉuh-�ﾈ.(.�,h.疫h-�ﾉ�ﾂ�/�諄,�+ﾙuh-�ﾈ*(.ｸ*(.ｸ,��hﾝ�.(.�,ﾈ,�*�*��.ﾘ.冰h-�ﾈｬ�%�,�8ｸ�ｸ8ｸ,ﾈ*�.冰h-�ﾈｻｹj�,ﾂ�

闘技 �*�.冰h-�ﾈ�&9uh-��

港 動 唳uﾘ恫,ﾈ���ﾉ_ｩ�R�

コ 唳�ﾈ.(.�,ﾂﾘ,ﾈ*�*�.ﾘ.に�ﾈ*�.x,ﾈ謌ﾈ8,ﾈ�8*�?ﾂ�キ人やものにかかわりながら,要求や気簿ち, 

一一- �.｢ﾈ��ｫI4�5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x92�考えなどを自分なりの方法で伝えたり,発表し 

ユ 唳�Y�ﾈ,h,ﾈｭhﾅrﾉ���ﾈ�8��たりするような内容 

-- 唳6�$(詹&�,ﾈｦﾉ;��

-クー 唳whｸ�ﾗ9:�,ﾈｦy�Rﾉ6�$)�ﾈﾏxﾆ��,�.h.�9w�,ﾈﾘ"�

I �-ﾈ.��

一三./ 唸輾麒yﾘ���

冒 ン 唳6I�(咎�篷JﾙUﾈﾆ���

イ動 唳o�ｨH,ﾈ齪ｦ�覃駟>�vX,ﾉyﾘ���ク自分の仕事(役割)に継続して取り組んだり, 

く 唸覃馼,ﾈﾇ���ﾈ�*ﾘ�9w��お手伝いをしたりするような内容 

ブコ 唸徂饕ﾘ,ﾈｻｹj�隴i�2ﾉ&ﾘ�襍ｩEﾈ,ﾈ�;篳ｦy�R�

(2) ｢目的意識,課題意識｣を持って取り組む生活単元学習

子供自身が｢やりたい,もっとやってみよう｣と主体的に取り組む単元や学習活動にするため

に,子供自身が｢何をするか｣分かって取り組み, ｢こうすればいいかな｣ ｢こうしてみよう｣

と考え,試行する場面を望みたい｡そこで,わたしたちは, ｢目的意識･課題意識｣の部分に着

目し,教育的ニーズに挙げられた内容を,更に｢目的意識･課題意識｣の持てる学習活動として

設定していくことで, ｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える生活単元学習になるのではな

いかと考えた｡　　　
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図2

(集団的分析)

生活単元学習で必要とさ

れる内容

《単元設定の方向1 》

現行の単元の意義･

価値やねらいを生活単

元学習で必要とされる

内容から見直し,設定

する

生活単元学習に関連する
一人一人の教育的ニーズ

《単元設定の方向2》

生活単元学習で必

要とされる内容から

中心的な活動を設定
し,単元化する

《単元設定の方向3》

生活単元学習に関

連する一人一人の教

育的ニーズから活動

を設定し,それらの

活動を包括する中心
的なねらいを設定し

て単元化する

｢目的意識〃課題意識｣を持って取り組める学習活動

｢何をするか｣が分かり,自分から取り組むことのできる学習活動

｢こうすればいいかな｣ ｢こうしてみよう｣と自ら考えたり,試行

したりする場面が含まれる学習活動

｢目的意識,課題意識｣を持って取り組める授業

共通の目当てを持つことができるように支援する
一人一人が課題を意識し,解決することができるように支援する

｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える生活単元学習

2　｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える単元及び学習活動を考える

(1)単元の設定

子供たちが｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える生活単元学習の単元及び中心的な

活動の設定に当たっては,以下のような三つの方向を考え,それに沿って現行の単元や学習

活動を見直し,設定していくことにした｡そして,現行の単元では教育的ニーズに対応でき

ない場合は,新たに単元を設定したいと考えた｡

ア　単元設定の方向1

現行の単元の意義 唸廂&ﾈ.(,ｸ.x*(/��hｨ�%�ﾋ8ｧx�,YTｹwh,h+8.ｨ.�>�vX,Xﾊ�+ﾈ+Rﾉ�ﾙ.�+r�

? ��

現行の指導計画にある行事単元については,この方向で見直していく｡単元の意義･価値
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やねらいと｢生活単元学習で必要とされる内容｣を照らし合わせ,教育的ニーズにこたえら

れるものか検討する｡

このように現行の単元を見直した結果,その単元が本当に必要かどうか,単元名は適切か

どうかという見直しがされる場合もある｡

生活単元学習で必要と

される内容

現行の単元の意義･価

値,ねらい

単元の意義.価値,ねらい 

主な学習活動設定 

単元の修正

図3　　　　単元設定の方向1

イ　単元設定の方向2

例えば,こんな単元 

｢運動会｣ 

｢附養まつり｣ 

｢なかまの家にとまろう｣ 

生活単元学習で必要とされる内容から中心的な活動を設定し,単元化する 

教育的ニーズの集団的な分析から導き出した, ｢生活単元学習で必要とされる内容｣を積

極的に単元化する方向である｡特に,生活単元学習で必要とされる内容の｢オ生活経験を広

げるような内容(買物,調理,乗り物の利用,電話など)｣と, ｢カ　いろいろな遊びを楽し

むような内容｣は教育的ニーズとして多く挙げられており,今後学習内容として積極的に取

り上げていきたいと考える｡

生活単元学習で必要とされる内容 

↓ 

中心的なねらい 剪�

中心的な活動 

↓ 

単元化 ��

図4　　単元設定の方向2
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ウ　単元設定の方向3

生活単元学習に関連する一人一人の教育的ニーズから活動を設定し,~それらの活動を

包括する中心的なねらいを設定して単元化する　　lf

より一人一人の教育的ニーズにこたえるための単元設定の方向である｡年度当初は｢X単元｣

としておき,教育的ニーズより学習集団を編成して行っていきたいと考える｡

(生活単元学習に関連する一人一人の教育的ニーズ)

A君 � �(ﾄ����Cさん � 禰+8/����E君 � 

活動 劍ｨ�:��刳�ｮ 劍ｨ�:��刳�ｮ 

↓ 

中心的なねらい 単元化 劔� 

例えば,こんな単元 

年度当初はrX単元｣ 
｢作って食べよう｣ 

｢出掛けよう｣ ヽi 

図5　　　　単元設定の方向3

(2)学習活動の設定

単元のねらいを達成するために必要な学習活動を設定する際, ｢やりたい,もっとやってみよ

う｣と思える単元にするために,わたしたちはさらに｢生活単元学習に関連する一人一人の教育

的ニーズ｣に関連付けるとともに, ｢目的意識･課題意識｣を持って取り組める学習活動を設定

していきたいと考える｡

では, ｢目的意識･課題意識｣を持って取り組める学習活動とはどのようなものだろうか｡ま

た,具体的にはどのような学習活動を用意すればいいのだろうか｡

表2　　｢目的意識,課題意識｣を持って取り組める学習活動

学習活動山+. 唸ｾ��ﾉ4��ｸ��,��ｶ乂v��ｨ�:��

自 �(巉/�+x.�*�8*ｩZｨ*�.つ�･子供の興味.関心に基づいた,｢何をするか｣ 

自勺 俾兒ｨ*�.x竧.��x-�+�,h,ﾈ,R�分かりやすい活動 
一国m∃ここ" 息ノii一. �*ｸ.乂x�ｨ�:��･好奇心.探求心をかき立て,興味.関心を広げ 

言哉 凾轤黷驍謔､な活動 
･直接的.体験的活動 

課 �(+�*H+x.ｨ,�*(*(*�,�2�･一人一人に適した課題(もう少しで達成できそ 

題 �(+�*H+X,H-ﾘ.h*J8,h齪.r�うなもの)を含んだ活動 

意 俟ﾈ*h+ﾘ.な韋ﾗ8+X+ﾘ.�+x.��｢子供のできること｣を生かした活動 

言張 ��ｩlｨ*ｨｭﾈ-ﾈ.ｨ.乂x�ｨ�:��｢もう少しでできる｣活動 

以上のようなことから, ｢目的意識･課題意識｣を持って取り組む学習活動にするために,
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｢何をするか十分かりやすく,_シンプルにする(精選する)こと 

･直接的.体験的活動を多く取り入れること 

∴!子供の興味."関心に基づきなが/ぢ∴好奇心.探求心をかぎ立てる活動 

を用意すること∴車,_i., 

･子供が考え,試行する場面のある活動を用意すること 

を特に重視したいと考えた｡

また,より｢目的意識･課題意識｣を持って学習活動に取り組めるように,教育的ニーズ

を基に学習集団を編成していきたい｡

3　｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える授業について考える

(1) ｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える授業とは?

｢やりたい,もっとやつてみよう｣と思える授業とは? 

子供が目的意識を持って授業に臨み,,自ら課題に向かい,自分で考えたり試行したりし

て課題解決の努力をし,･満足感暮成就感を味わえる授業,そして繰り返し活動を楽しんだ

り,次への意欲を高めたりすることができる授業品

【学習場面】 ��倡�ｹ�,ﾈ�8�,ﾉzﾈ.､��【教師の支援】 
･｢何をするか｣分i �(*���*�.�+X.ｸ+ｸ*H+�,�2�動機付けの工夫 

車る; �(.(.�+ﾘ*(,�2�･環境構成 

i学習活動-の意欲i ���������������･教材.教具の提示 

上期待感を持つ; 冦ｩ4�8�/�Ihﾔｲ�･教師の働き掛け 

I ��

i直接的.体験的i �(.h+Rﾈ.(.x,H-ﾘ.h*J2�課題意識-の支援 

i活動; �����������･課題提示の工夫 
臆 �����

i課題の意識化- I 唳4ｹ��,厩�r�Y4ｹ7�,益�+8-H.��

SSS"賀鵜"-菓臆 ��

i考え,試行するi �(,x*H+x.ｨ,�*(*(*�,�2� 
菓臆菓臆 ��

｢こうしてみよう｣ �ｹ�亜�ﾈぺ,ﾈ辷腕�

菓臆臆臆臆臆臆臆重 唸ﾜX抦ﾌ�,ﾈ辷腕�
臆菓臆 �亅��

凍題を自分で成しi 圏ずる; 繰り返し行う, 綿攣�ぺ,ﾉ7y|ﾒﾒ��ｲ�ﾈ��ﾈや�･目に見える結果 ･賞賛,励まし 

i満足感.成就感i �(,X*ｸ+ﾒﾈｧ�+X*�,(+ﾚ2� 
菓臆臆園 ��

｢もっとやつてみよう｣ ��

図6　｢目的意識,課題意識｣を持って取り組む授業の構造図
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(2) ｢目的意識,課題意識｣が持てる支援の在り方

わたしたち教師は,子供たちと共に生活単元学習の活動に取り組みながら,良きパートナーと

して支援したい｡さらに,子供たちが｢目的意識･課題意識｣を持てるような支援を工夫してい

きたいと考える｡そのために,以下のような観点で支援の在り方を検討した｡

表3　　｢目的意識,課題意識｣を持てるような支援の観点と支援の在り方

支援の観点: 坪ｾ��ﾉ4�,育�x,ﾈﾝﾘ.雲ｲ�

共通のめあて ��ｺ(.(.�+ﾘ**8,h輊*h.�.h*H,�:雍�WH*�,ﾈﾔ姥b�

をもつことがで �(巉/�+x.�*�8*ｨﾊ�,IZｨ*�.�.h*H,握(ｺｸﾕﾉ�ﾂ�

きるようにする 唸��ｹ�,ﾉ(ﾘ�8/�処*ﾘ.h*H,綾8ﾝ粨ｻ8ｾ�,ﾉ/�鹵�

幸援 �(巉/�+x.�*�8ｴ9WH*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,綾8踪,ﾉ:ﾘ*ｸｧﾈ*��
･直接見たり,やってみたりする活動の設定 

一人一人が課 ��ﾙ�ﾈ自�ﾈ,��+h+ﾘ攣��,ﾉ/�麌,ﾈﾔ姥b�

･言葉掛け,写真カードの提示,直接体験するなど段階的な支援 

･簡単にできるものではiなく,強い動機付けとともに｢もう少しででき 

る｣状況を設定する(適切な負荷を与える) 

題を意識し,徳 唳Tｹwh,瓜�*ｨ,�*(�8ｻX,�,x/�ﾞﾈ.忠4ｹ7�,益�+8-H.ｒ�

決することがで ��ｸ自�ﾈ自�ﾈ*ｨ攣�亜�ﾈ�,ﾈ+ﾘ-�,�7y|ﾘ+Rﾈﾄｨ.云H+X竧.��x-�.h*H,育�x,ﾈﾔ��

きるようにする 儻b�

支援 �(+�*H+x.ｨ,�*(*(*�,�:(+�*H+X,H-ﾘ.h*J8,hﾖﾈ*bﾈ韋ﾗ8+x.��9�H/��

可能な限り見守ったり,必要最小限の支援にとどめたりする 
･結果や終わりが子供自身に分かるような活動の工夫 

･子供自身が｢できた｣という満足感.成就感を持つことができるよう 

な支援 

｢また,やってみよう｣と思うような賞賛,励まし 

Ⅶ　　実践事例　　単元｢附養まつりをしよう｣の実践

単元綬唐の方庖1

現行の単元の意義｡価値やねらいを生活単元学

習で必要とされる内容で見直し;▲設定する｡ --一

∴∴ � ��*.r=&_, 劔�� ��ｴｧbﾄ壷_9$%��

{:∴ 千一∴ ･∴ ���ﾒ��� ��*(���Υ�ｶﾈ��+R�亳2�･∴ ����h�����"�+Rﾖ坪."��ぴ靈��+�蝎oｶ瀞�劍�(�ふｨｻ��･_蝉勢__ 剿�r�

讃 ･∴ ��i..一三､ 儁R���������� �ﾈｮﾒ�6ﾙ�B�������}ｹkcﾓﾒ�蟻 � 售ﾒﾃﾕ2�

.∴ ���� ������� 

子∴∴ 剔ｬ読i学､ �� ���ｨ蕀ﾙｲ��� �ｩ?�ﾂﾗ'R� 

澄 ∴ �� 劔��員ﾂ�凭ﾙyb���騒rJ'l ∴∴ 亶ﾘ馥�ﾙｲ����ｵG鳴ﾘﾋ���悦ｲ�

蘇 侭o"�い: 剪� � ���"�胸�2���

†∴∵-∴i 剪���ｶ倬��

1　単元の見直し

(1)教育的ニーズにこたえられる単元であるか検討する

現行の単元(｢附養まつり｣)の意義･価値やねらいと｢生活単元学習で必要とされる内容｣

を照らし合わせ,教育的ニーズにこたえられるものか検討する｡
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慮義･価値

○　みこしパレードや出店での売り買いなど子供たちの興味･関心のある活動を楽しむこ

とができる行事である｡

○　みこしや出店で売るものを作るなど作る活動が設定できる｡

○　自分たちで作ったものを売り買いする活動を通して,人とやり取りをすることができる｡

話二二一一二~ー 

[低学年] �+Y�抱皦�:2�ｹ(hｧyD袵�[高学年] 

･教師や友達と一緒に作つ 唸ｻ8踪.)ti$(,h耳�,俥ﾈ.��･役割を分担し,協力して 

たり,作ったもので活動し �+ﾘ*(.�,ﾈ/�ﾈ�-�,Hﾞﾈ.な+ｲ�作り,それを使って楽しく 

たりする○ �.ｨ/�諄,�,Hｧ�+X*ﾘｨ�:�+x.��ｲ�活動する｡ 

･祭りに楽しく参加する○ 唸ﾝX.�/�+X.h*H,h+x.��I7��･みんなで祭りをしようと 

を育てる○ �+x.��I7�/�支,H.��ｲ�

《学習活動》 

･みこし作り.みこしパレードの練習 

･出店で売る品物作り.出店作り.お店やさんごっこ 

これら単元の意義･価値やねらいは, ｢生活単元学習で必要とされる内容｣の｢イ　操作した

り,指先を使ったりしてものにかかわるような内容｣ ｢エ　生活経験を広げるような内容｣ ｢カ

人やものとかかわりながら,要求や気持ち,考えなどを自分なりの方法で伝えたり,発表したり

するような内容｣ ｢キ　自分の仕事(役割)に継続して取り組んだり,お手伝いをしたりするよ

うな内容｣が含まれており,教育的ニーズにこたえられる単元であると言える｡

(2)目的意識,課題意識を持てる学習活動という視点と子供の実態,これまでの｢附義まつり｣

単元の反省から

ア　｢附養まつり｣単元の反省から

○学習活動がいくつかあり,附養まつりの単元で何をするのかが子供にとって分かりにく 

かつたのではないか○ 

○直接的.体験的活動や実際的な活動が少なく,まつり当日までの見通しを持った主体的 

な活動が見られなかったのではないか 

今回の｢附蕃まつりl単元では 

学習活動を溝選し,直接的,体験的活動を多く取り入れ,分かりやすくしたいo 
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イ　子供の実態から

小学部の子供たちの実態から,作ったものを売るということまで見通しを持って活動す

ることが難しくなってきている｡

そこで, (I), (2)を踏まえて以下のようなねらいに変更し,学習活動の見直しをする

ことで子供たちが｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える単元｢附養まつりをしよう｣

になるのではないかと考えた｡

○　祭り当日と同じ直接的･体験的活動を繰り返すことによって,活動に対する見通しが持

てるようにする.i

0　教師や友達と一緒に活動することによって,かかわり合いを深められるようにする｡

2　日的意識,課題意識を持って取り組む学習活動の設定

(1)学習活動設定の工夫

【シンプルで分かりやすい活動内容に】

子供にとって分かりやすい活動にするために,活動内容を以下のように精選した｡また,そ

れぞれの出店でも子供にとって分かりやすくなるように活動を絞り込んだ｡

昨年までの活動内容 

○出店での活動 

○みこしづくり一一_ 

○みこし担ぎ-一一一一一一 

(2)指導計画の作成

今回の活動内容 

○出店での活動 

一一ゝ主に図工の時間で扱う

~~~-今朝の会の時間等で扱う

吹 偃X,逢x�ｨ�:粳>�vR�

【全体での活動】 

1教師が売り手になり,まつりごっこを 

する○ 

･出店の紹介を見聞きする○ 

子供たちが｢附養まつり｣の活動に対 

して｢自分もやりたい｣という強い動 

機付けができるようにしたい○そのた 

めに,あらかじめプレイルームに出店 

を設置しておき,実際の出店の活動(買 

物)を自由に体験できるようにする○ 
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･お客になって自由に買物をする○ 

･自分が活動したい出店の選択.決定 

【グループ別の活動】 

2各出店ごとに活動する○ 

･ポップコーンや 

･くじ引きや 

･カラオケや 

【全体での活動! 

3まつりごっこをする○ 

･売.り手と買い手に分かれ,まつりご 

つこをする○ 

ll Il Il :附養まつりに参加する○: il Il 

四 ����9�ﾈ,X,ﾈｨ�:��｢�

4附養まつりを振り返る｡ 

グループ別に活動することによって一

人一人の教育的ニーズによりこたえら

れるようにしたい｡また,各グループ

の活動の導入では,ポップコーンがは

じける様子を見る,カラオケで好きな

歌を歌ってみるなどの直接的･体験的

活動をすることによって,子供が何を

するのか分かりやすくする｡

品物が不足するなどの状況を設定する 

ことによって課題意識を持つことがで 

きるようにする｡ 

全体でまつりごっこの活動を附養ま 

つり当日と同じ形で行うことによっ 

て,まつり当日-向けての見通しが 

持てるようにしたい○また,実際に 

附養まつりに参加し,多くの人とや 

り取りをしたり,買物をしたりする 

ことによって｢できた｣という満足 

感.成就感を味わえるようにしたいo 

VTRを見たり,楽しかつた活動をも 

うー度やつてみたりして,活動を振り 

返るようにする｡ 

(3)学習形態の工夫

本単元は,これまで学級ごとに取り組んできたが,今回は,グループ別(出店ごと)の活動

を取り入れた｡その理由は,以下のとおりである｡

○子供が,興味.関心を持ち,自分のできることを生かせる活動のある出店での活動に 

取り組むことによってより意欲的,主体的に活動できるo 

○教育的ニーズを基にグループ編成することで,一人一人の教育的ニーズにこたえやす 

くなる｡ 

○学級の枠を越えた新しいかかわり合いができる｡ I 



なお,各グループでは主に以下のようなことをねらった｡

ポップコーンや:ポップコーン作りというやや手順の多い活動に見通しを持つことができる｡

くじ引きや:くじ引きで引いたボールと同じ色のビンのお菓子を渡す活動に見通しを持つこと

ができる｡

カラオケや:カラオケの活動自体を繰り返し行い, ｢自分は,カラオケやの活動をするんだ｣

という見通しを持つことができる｡

3　活動の様子(全体的に)

(1)一次:導入,まつりごっこ

子供たちは,各出店の紹介を見聞きした

後に自分の好きな店に自由に行って買物を

した｡ポップコーンができる様子を見て,

自ら袋詰めしたり,くじ引きやで手をたた

きながら｢いらっしゃい,いらっしゃい｣

と言ったりするなど自分から各出店の活動

に参加する様子も見られた｡

(2)二次:グループ別の活動

ポップコーン

活動の流れやポップコーン作りの分

担を写真カードを使って提示し,視覚

的にとらえやすくするとともに場の設

定を分かりやすくすることによって子

供たちが見通しを持って取り組めるよ

うにしたところ,自ら袋の口にモール

を巻くなど主体的に取り組む様子が見

られた｡

なべの中のポップコーンがなくなっ

たときにどうするかというような課題

け ����

∴ ヽ 督` ∴ヽ● _メ -_,rd ����������ぺ�や�� � ��

･辛 曝 �:∴ � 劔｢-,.千 

軸1-《i 劔 ��

∴/ 

鷲 

ポップコーン,早くできないかな

∴3. 日灘1°i: 坪6ﾖ��響一言 *_ �� 剴�一mー ��� ��

I �*B�H62��58�ｲ�シをつ<fao 

i i ����,i.くうにいれ 誌 凾� ��あくるをと(.ら 

i.Y,rIだ1 ㌧- ( 守 ヽ､ 祭/tf: 韻 剩i題 館へにうつす 

京/吊 ��
:＼ 

闘 剪� � 

虎_: 剪�-∴一一一一一一一 僥TY齢 

ポップコーン作り流れと分担

解決場面を設定することによって,千

供が自分で考えて行動する場面も見られた｡

o iカラオケや

･　カラオケが子供の興味･関心のあるものであったことと,繰り返し行ったことで｢カラ

オケをする｣という目的を持ち,日ごろなかなか自分の好きなものを伝えようとしない子

供が,好きな曲を毎回指さしで伝えるようになった｡

･　カラオケの機器操作を写真カードで提示したり,手順を示したりするとともに毎回繰り

返して取り組むことにより,自分で考えて操作するなど課趨意識を持って取り組めるよう

になった｡
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O lくじ引きや

･　活動を子供の課題に応じてジュースを渡す係,くじ引きの係,店の宣伝係の三つの係を

分担して行ったところ,子供たちが自分から活動する姿が見られた｡

･　品物を並べていない状態から活動を始めたところ,自分たちで店の準備をする様子が見

られた｡

(3)三次:まつりごっこ(全体)

活動の回数が少なかったこともあり,子供にとっては,売り手と買い手(お客)の役を交代

しながら活動するということが十分理解されないまま活動することになってしまった｡

4　授業の様子(ポップコーングループ)

(1)授業構成の工夫

ア　目的意識を持てるようにするために

子供たちが,これから何をするのか分かりやすくし,活動したいという気持ちを持つこ

とができるようにするために,導入でポップコーンができる様子を見たり,なべに入れた

りするという直接的･体験的な活動を取り入れた｡

イ　課題意識を持てるようにするために

一人一人の子供が自分に何ができそうか考えたり,試行したりすることができるように

するためにポップコーン作りの手順カードを示して次に何をするのか考える場面や,なべ

の中にポップコーンがないという状況を設定した｡

(2)支援について

授業における具体的な支援について, A児に焦点を当てて授業分析を行った｡

○　対象児:A児(1年生)

【生活単元学習に開通する教育的ニーズ】
大人を中心にかかわりを受け入れること｡
遊びの中でいろいろな素材に触れたり,物

にかかわったりすること｡

体験的学習を通して,できる喜びを味わうこと｡

【単元の個人目標】 
･ポップコーン作りの過程で教師からの言葉 

掛けを受け入れたり,友達の様子を見たりし 
て,教師や友達と一緒に活動することができる○ 

･ポップコーンをすくつて袋に入れる-→袋を 

箱に並べるなど,ポップコーン作りの過程の 
一部に自分から取り組むことができるo 

･∴∴.｢. 劍ｦﾈ摶��h�ｵ8���ﾖ��
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読.亭主窪鮭Brr8----- 

上手に入れられるかな

1本時の個人目標】 ��

･教師の言葉掛けを受け入れて袋の付いたペットボトルを持つ-→なべの中のポップコ 坪98/��

すくつて袋に入れる-B.児に渡す活動に一人で取り組むことができる○ ��
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【共通の目当てを持てるようにするための支援】

支援とA児の様子 倡�x,ﾈ�9�ﾒ�

○導入時:ポップコーンができる様子を見る場面 唳:H*ｨ-�+h*�.况ﾈ���,�*�*(.(將�/�ﾊ�+�.��8ｻR�/��ﾙ.�+X,H*�*ﾘ+�,h,�.h,�,H��ｹ�+ﾘ+�*｢ﾊ(7ﾈ6(7b�

〇〇 〇● :中にポップコ-ンが入った機械に布を掛けて隠して: 

:おく○: 一一 �5(�ｸ98/�ﾞﾈ.�+ﾘ**8,h*(*Hｴ8鰄+�."ﾊ(ﾚ�?ｨ,ﾘ7ﾈ6"�7h5(�ｸ98/�ﾞﾈ.�/�+�8,h*(*Imｩ4�8�/�鰄,H.�.b�*H,�+x.��｢�Xｴ�､(/��(+X,H*�*(+ﾙWｨ/�竧.虻�.�+�,h,�.h,�,B�7ﾈ6(7h5(�ｸ92ﾘ,ﾈｻｹj�/�処*ﾘ.h*H,�+x.��ｲ�

･離属したり,ほかの方を向いていたりする○ 

｢あーなんだか聞こえてきたよ｡せ-のバツ｣(布 

を取り去る) 唳�y�X.�.(ﾋ駢Hｧﾈ*�/�ﾗ8*H+�,h,�.h,�,I:H,ﾈ-�+b�*�.��.(,�*�*(,亢9WH*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��｢�X��ｹ�,�(ﾘ�8ｪｸｴ�/��8+x,h,h.�,倡�ｹ�,ﾈｯｩ�(ｫH,b��9w�/�ﾘ(-�.�+ﾘ-�,�7ﾈ6(7h5(�ｸ98,ﾈ,X*ｸ.况ﾈ��."���ｹ�,ﾈｴ8鰄+�,ﾈﾋ靜ｨ嶌.)�y�ﾉUﾈﾋｸ/�+x.��ｲ�

･前を振り向く○ポップコーンを見ているo 

I,ほら,ポップコーン○おいで0,(身振り)ー 

･席を立ち,ポップコーン-近づく｡ 

･ポップコーンが見えやすい機械の前方-移動する○ 

【考察】 
･ポップコーンができる様子を見たり,なべに入れるという実際的な活動を最初に設定したことによりA 

児もポップコーンの方-視線を向けたり,自分から近づいたりする様子が見られるなど｢今日は,ポップ 
コーン作りをするんだ｣という目的意識が持てたのではないかと考えられる○ 

‡二二‡‥環境設定　□:教師の働き掛け

【一人一人が課題を意識し,解決することができるようにするための支援】

支　援　と　A　兜　の　様　子 支　援　の　意　図

○　ポップコーンを袋に入れ, B児に渡す場面

ポップコーン作りの工程に沿って,機械一袋にポップ;

コーンを入れる場所一袋の口を閉じる場所を配置して:
〟

おく｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

(1回目)
･　自分から袋詰めする場所に行ってポップコーンが運

ばれてくるのを待っている｡
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･　ポップコーンを製品にするまでの流れに沿って

場を設定しておくことで子供に流れが分かりやす
いようにする｡

[亘二]へ 
A児 ○児 ○童 ○用 ○い 板↓ノ○す 

SSSm 

机机空霧衰 
の口を閉 
じる場所 

B児 

場の設定



･　自分でポップコーンを袋に入れる｡

A児の背中に手を添え,袋の口を閉じる場所まで付 

いて行く○ 

･　C児と交代し,いすに座る｡

･　A児の背中に軽く手を添えることによって自分

で渡すということが意識できるようにする｡

(2回目)
･　C児が,袋に入れ終わり袋詰めの場所が空いたのを

見て近づき,ポップコーンを袋に入れる｡

袋一杯に入れたのを見て,A児に袋を渡す○ 

･　袋を持って自分でB児に渡しに行く｡

･　ポップコーンの入った袋を渡すことで袋が一杯

になったこととB児に渡し,袋の口を閉じてもら

うことが分かるようにする｡

【考察】
導入で目的意識を持てたために自分からポップコーンの方に向かい,袋に入れる様子が見られた｡ポップコ

ーンを袋にどのぐらい入れたら一杯になり,終わりなのか分かりにくく,教材･教具の工夫が必要だった｡ま

た,袋一杯になったら次にどうするのか説明していなかったので, A児にとって見通しが持ちにくくなってし

まったのではないか｡

2回目は,袋一杯になった後,袋を渡すと自分で考えてB児に渡しに行く姿が見られるなど,課題意識が持

てたのではないかと考える｡

ここ‡:環境設定　□‥教師の臓き掛け

【評価一日分からポップコーンを袋に入れたり,次の子供に渡したりするなど自分から活動する 

様子が見られた○これは,教師の言葉掛けなどを本児が受け入れたことや自分にもポップコーン 

を袋に入れることができた喜びを味わえたということであり,｢大人を中心にかかわりを受け入 

れること｣｢棒験的学習を通してできる喜びを味わうこと｣という本児の生活単元学習に関連す 

る教育的ニーズにこたえることができたのではないかと考える｡ 

5　成果と今後の課題

〇　日的意識･課題意識を持って取り組める単元や学習活動の設定について

【目的意識を持てる単元や学習活動の設定という視点から】
･子供たちが,興味･関心のあるポップコーンを袋に入れる,カラオケで歌ってみる,く

じ引きをするなどの直接的･体験的な活動から,学習活動を始めたことによって子供たち

の｢自分もやりたい｣という期待感や意欲が高まり,自分から好きな出店に向かう姿が見

られた｡
･　単元の導入時から出店を設置したことによって, ｢附養まつりをしよう｣の単元では,

｢出店での活動をするんだ｣ということが分かりやすくなった｡

【課題意識を持てる単元や学習活動の設定という視点からI
･　一人一人の子供の｢附養まつりをしよう｣の出店に対する興味･関心や生活単元学習に

関連する教育的ニーズを基に学習集団の編成(グループ編成)を行い,一人一人の課題を

明確にしたことによって自分で考えて活動するなど意欲的,主体的な子供の姿が見られた｡

-37-



○　授業において目的意識･課題意識を持って取り組むための支援について

1日的意識を持って取り組むための支援という視点から】

･ぱっと見て｢何をするか｣分かる環境構成にするために出店を設置したところ,子供た

ちは好きな店に自分から向かう姿が見られた｡

･ ､`視覚的な手掛かり(写真,絵など)や直接的･体験的活動(カラオケで歌うなど)とい

ったより具体的な活動を取り入れることによって,何をするか子供に分かりやすくなった｡

【課題意識を持って取り組むための支援という視点から】

･一人一人の子供の課題に合わせて活動を設定し,その子供のできることを生かしながら,

もう少しでできそうなことは,子供が自分で考えて行動できるように配慮することによっ

て,その子なりに考えて行動する姿が見られた｡

0　今後の課題

･単元のねらいの十分な吟味を行い,学習活動の設定を行うこと｡ 

･個々の課題の明確化(その子供のできることともう少しでできそうなことの吟味)を行い, 

課題解決ができるような支援の在り方について検討すること○ 

Ⅷ　　研究の成果と今後の課是墓

○　一人一人の子供が｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える生活単元学習の単元や学習活

動の設定について

《研究の成果》
｢附養まつり｣の単元において, ｢生活単元学習で必要とされる内容｣と単元の意義･価

値の照合を行うことにより,単元の見直しをすることができ,生活単元学習に関連する教育

的ニーズにこたえる単元の設定ができた｡
｢附養まつり｣の単元において,一人一人の子供の興味･関心や生活単元学習に関連する

教育的ニーズを基に,学習活動を精選したり,学習集団を考慮したりすることで,子供自身

が｢やりたい,もっとやってみよう｣と自らの力を発揮し,主体的に取り組む姿が見られた｡

また,教師同士で一人一人の子供の課題や一人一人に応じた支援について話し合い,共通

理解して実践することができた｡

《今後の課題》

単元設定の方向として三つ挙げて理論で述べているが,それぞれの考え方についてはまだ

実践の段階で十分な検証が行えていない｡今後明らかにしていきたい｡

単元や学習活動設定の考え方や手順に基づき,指導計画作成に当たっての考え方を明らか

にし,年間指導計画を作成していきたい｡
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○　一人一人の子供が｢やりたい,もっとやってみよう｣と思える支援の在り方について

《研究の成果》

｢目的意識･課題意識｣という観点に絞って授業を見直すことにより,教師が授業におけ

るポイントを踏まえて実践することができた｡

子供自身が｢目的意識･課題意識｣を持つことの大事さを理論を通して共通理解すること

で,子供を主体とした,より支援的な教師の嘲き掛けについて考えることができた｡

軽業の中で直接的･体験的な活動を多く取り入れることや動機付けへの働き掛けの重要さ

を認識し,日ごろの授業実践で生かすことができた｡

《今後の課題》

｢附養まつり｣の単元ではグループ編成して行い,一人一人の支援についても検討してき

たが,やはり学級外の子陳についての支援を戸惑うという反省が聞かれた｡今後も十分に一

人一人の支援について話し合いを行い,適切な支援の在り方を探っていきたい｡

一人一人の子供の課題の明確化とそれに対する適切な支援-評価-課題の修正-新たな課

題の設定といった, 1時間ごとの課題の設定と授業の評価については十分に行えているとは

言い難い｡今後も実践,検討,評価を重ね,目指す授業橡に近づけていきたい｡

○　その他

個別の指導計画作成を行い,一人一人の課題や学習活動,一人一人に応じた支援について 

明らかにしていきたい○ 

･生活単元学習の目標設定を保護者と話し合いを持ちながら設定し,家庭と連携して取り組 

めるようにしていきたい○ 
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